
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

夜
の
お
寺
で
の
、

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ヨ
ー
ガ
＆
坐
禅

寺yoga

○
日
時―

 

九
月
二
十
一
日
（
金
）

　
午
後
七
時
〜
九
時

　※

午
後
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始

○
内
容―

　
ヨ
ー
ガ
〜
休
憩
〜
坐
禅

○
場
所―
 

当
寺
本
堂

○
ヨ
ー
ガ
指
導―

 

中
島
敬
子
先
生

○
定
員―

 

三
十
名

○
参
加
費―

 

五
百
円
　

○
備
考―

 

動
き
や
す
い
服
装
で
。

○
事
前
予
約―

0175-34-6426

（Fax

）、info@daianji.jp

、

0175-34-2926

（
電
話
）ま
で
、

お
名
前
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
六
月
二
十
一
日
（
木
・
夏
至
の
日
）、
中
島
敬
子
先
生
・

杉
山
純
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
朝
・
午
前
・
午
後
・

夜
の
計
四
回
の
ヨ
ー
ガ
講
座
（
夜
は
坐
禅
も
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
リ
ト
リ
ー
ト
は
、
日
常
を
離
れ
て
自
身
の

身
体
と
心
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
身
体
と
心
を
ゆ
る
め
、

深
い
洞
察
力
を
磨
く
た
め
の
も
の
。
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
借
り
な
が
ら
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
大
安
寺
で
、
約
百
名
の
方
が
お
寺
で
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
一
日
を
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し
た
。

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
紙
製
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え
火
用
・

送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
頒
布
・
受
付
：
当
寺
事
務
所
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
備
考
：
萬
灯
会
当
日
の
午
後
五
時
以
降
は
、
当
寺
山
門

付
近
の
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

「
為
○
○
家
先
祖
代
々
供
養
」、「
為
（
戒
名
）
霊
位
供
養
」、

施
主
名
（
代
表
者
名
）
等
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
お
持
ち
の

方
は
、
事
務
室
に
て
献
灯
用
キ
ャ
ン
ド
ル
（
二
百
円
）
を

お
求
め
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
当
寺
で
の

お
預
か
り
は
、
昨
年
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
　

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
二
十
六
日（
日
）、九
月
三
十
日（
日
）午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

写
経
〜
法
座（
ミ
ニ
法
話
・
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　※

椅
子
席
あ
り
。

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
十
二
日（
日
）、八
月
二
十
六
日（
日
）、九
月
九
日（
日
）、

九
月
二
十
四
日（
振
替
休
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
朝
の
法
要
〜
法
座（
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

本
堂
　
参
加
費―

無
料
　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・
ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
平
成
三
十
年
八
月
・
九
月
）

■
八
月
十
三
日（
月
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時「
迎
え
火
萬
灯
会
」

■
八
月
十
六
日（
木
）午
前
十
一
時
〜「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」

■
八
月
十
六
日（
木
）午
後
二
時
〜「
永
代
供
養
墓
合
同
供
養
祭
」

■
八
月
十
六
日（
木
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時「
送
り
火
萬
灯
会
」

■
九
月
二
十
三
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜「
秋
季
彼
岸
会
法
要
」

（
平
成
三
十
年
八
月
・
九
月
）

　
お
か
げ
さ
ま
で
次
号
を
も
っ
て
五
十
号
目
の
大
台
に
突
入
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
、
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び
ペ
ー
ジ
数
増
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
副
住
職
）

第
五
十
号
は
平
成
三
十
年
九
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

 

○
正
月

　
　
　
　
　
　
　     

お
礼
銭
　
　
　
ご
祈
祷
料

　
　

○
春
・
秋
彼
岸

回
向
料

　
　
　
　
　
　
　  

　
　

又
は

ふ
じ
ゅ

○
節
句

お
礼
銭

　
　
　
　

　
　

○
お
盆

諷
誦
料

御
施
餓
鬼

　
　
　
　

　
　

お
供
物
は

（
ご
祝
儀
袋
可
）

（
ご
祝
儀
袋
可
）

又
は

え
こ
う

各
行
事
の
表
書
き

※

御
祈
祷
料
・
回
向

料
（
諷
誦
料
）
を
お

持
ち
い
た
だ
く
こ
と

で
、御
祈
祷
（
正
月
）・

供
養
（
春
・
秋
彼
岸
・

お
盆
）
を
申
し
込
む

こ
と
が
可
能
で
す
。

（
任
意
で
す
／
節
句
は

御
祈
祷
・
供
養
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
）

※

春
・
秋
彼
岸
・
お

盆
の
供
養
に
て
命
日

の
読
み
上
げ
を
希
望

す
る
場
合
は
、
表
書

の
左
右
に
ご
命
日
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

※

中
日
ま
で
に
持
参

※

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
持
参

※

六
月
五
日
ま
で
に
持
参

※

八
月
十
六
日
ま
で
に
持
参

又
は

回
向
料

諷
誦
料

◆「
写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
九
日（
日
）　
午
後
三
時
〜
五
時（
写
仏
終
了
後
自
由
解
散
）　

内
容―

写
仏
に
つ
い
て
の
説
明
〜
写
仏

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

二
百
円
　

【
お
知
ら
せ
】

維
持
費
を
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
払
込
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
当
寺
事
務
室
に
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.daianji.jp

）
で
も
詳
細
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

大
安
寺
ヨ
ー
ガ
リ
ト
リ
ー
ト
２
０
１
８


